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予算 と 事業
平成 31 年度ときがわ町

　
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総

額
は
、
50
億
５
０
５
万
８
千
円
で
、
平
成
30

年
度
の
53
億
８
２
１
万
４
千
円
と
比
較
し
て
、

3
億
３
１
５
万
６
千
円
（
△
５
．
７
％
）
の

減
額
と
な
り
ま
す
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
体

育
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
が
昨
年
度
に
完

了
し
た
こ
と
や
、
道
路
橋
梁
工
事
の
減
少
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
」「
と
き
が
わ
版
総
合
戦
略
」「
安
全

で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
計
画
的
な
行

政
運
営
」
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」と
し
て
、引
き
続
き
家
庭
か
ら
保
育
園・

幼
稚
園
、
学
校
と
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な

支
援
を
切
れ
目
な
く
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
き
ら
き
ら
と
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
誰

し
も
が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
精
神
的
に
も
身

体
的
に
も
健
康
で
充
実
し
た
暮
ら
し
を
し
た

い
と
思
う
こ
と
は
自
然
な
願
い
で
あ
り
、
町

を
あ
げ
て
心
と
体
の
健
康
長
寿
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

平
成
31
年
度
は
新
た
に
食
を
通
じ
て
の
健
康

◆ 一 般 会 計　地方公共団体の行政運営の基本的な経費を計上した会計
◆ 特 別 会 計　�地方公共団体が特定の事業を行う場合、特定の歳入を特定の目的の歳出に充て経

理する必要がある場合、一般会計とは区分して収支経理を行う会計
◆ 地 方 交 付 税　�国が地方公共団体に対して、国が徴収した税金の一部を、使い道を指定せずに交

付するもの
◆ 国・県支出金　国・県が地方公共団体に対して、使い道を指定して交付するもの
◆ 繰 越 金　前年度の収入と支出の差額を繰り越すもの
◆ 繰 入 金　基金や他会計から収入するもの
◆ 町 債　町が借り入れるお金
◆ 合 併 算 定 替　�新町の普通交付税について、合併後 10 年間に限り合併前の旧２村ごとに算定し

た額の合算額とする算定の特例。11 年目以降は５年間で段階的に縮減され、合
併後 16 年目で特例は終了する。　

軽自動車税
前年度比 63 円増

3,549円

町　民　税
前年度比 672 円増

50,984円

固定資産税
前年度比 1,437 円増

57,397円

た ば こ 税
前年度比 175 円増

6,141円

用語の解説

衛　生　費
45,282 円

（前年度比 2,370 円減）

ごみやし尿処理、保健衛生

のためのお金

土　木　費
19,181 円

（前年度比 5,099 円減）

道路や公園などを新設、

補修するためのお金

消　防　費
26,339 円

（前年度比7円減）

消防活動や災害時などに必

要な物資及び防災施設の維

持管理のためのお金

農林水産業費
9,842 円

（前年度比 1,402 円増）

農業、林業の振興などの

ためのお金

議　会　費
6,840 円

（前年度比 117 円増）

町議会運営などのための

お金

商　工　費
7,419 円

（前年度比 592 円増）

商工業や観光の振興など

のためのお金

民　生　費
137,665 円

（前年度比2,481円減）

児童、高齢者、障害者福祉

を推進するためのお金

公　債　費
59,019 円

（前年度比 1,996 円増）

今までに借りたお金を返済

するためのお金

教　育　費
50,084 円

（前年度比 21,264 円減）

学校運営や図書館、公民館

などの教育施設を維持管理

するためのお金

総　務　費
83,304 円

（前年度比 10,435 円増）

戸籍住民、課税徴収、選挙

や庁舎管理など総括的な事

務を行うためのお金

平成 31 年度当初予算が３月議会で可決されました。
今月は、その予算と事業の概要についてお知らせします。

町民 1 人あたりに
使われる予算

446,999 円
※ 11,197 人で計算

（H31.3.1 現在）

町民 1 人あたりの町税負担額

118,071 円
※ 11,197 人で計算（H31.3.1 現在）

15 億 4,144 万 2 千円
30.8%

9 億 3,275 万 1 千円
18.6%

町税
13 億 2,204 万 4 千円
26.4%

繰入金
9,319 万円
1.9%
繰越金
1 億円
2.0%

その他
1 億 8,027 万 8 千円
3.6%

地方交付税
18 億 5,000 万円
37.0%

町債
3 億 2,000 万円
6.4%

国・県支出金
7 億 8,154 万 6 千円
15.6%

その他
3 億 5,800 万円
7.2%

5 億 6,078 万 7 千円
11.2%

6 億 6,083 万 4 千円
13.2%

5 億 702 万 7 千円
10.1%

2 億 1,477 万 4 千円
4.3%

2 億 9,491 万 4 千円
5.9%

1 億 1,020 万 1 千円
2.2%

8,306 万 8 千円
1.7%

7,659 万 2 千円
1.5%

2,266 万 8 千円
0.5%

そ　の　他
2,024 円

（前年度比 126 円減）

災害復旧などのための

お金

自主的な収入
国または県から
交付される収入等

総額
50億505万8千円

総額
50億505万8千円

を
テ
ー
マ
に
、
保
育
園
給
食
の
充
実
と
高
齢

者
の
虚
弱
予
防
の
為
の
食
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
と
き
が
わ
版
総
合
戦
略
」
と
し
て
、
若
い

世
代
や
子
育
て
世
帯
が
と
き
が
わ
町
を
選
択

し
、
転
入
と
定
住
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
と
き
が
わ

町
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
素
晴
ら
し

い
資
源
に
磨
き
を
か
け
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
に
よ

り
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
全
町
挙
げ
て
の

防
災
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
自
助
・
共
助
の

取
り
組
み
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
や
犯
罪
が
な
く
、
生
命
財
産
が
守

ら
れ
る
、
誰
に
と
っ
て
も
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
最
後
に
「
計
画
的
な
行
政
運
営
」
と
し
て
、

合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

２
年
と
な
り
、
そ
の
規
模
も
縮
小
す
る
な
か

で
、引
き
続
き「
と
き
が
わ
町
財
政
運
営
計
画
」

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指

し
て
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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